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１．はじめに 

海域で発生する巨大地震とそれに伴う津波は，沿岸

における最も大きな自然災害の一つといえる．日本列

島の沿岸各地は津波による被害を数多く受けてきてお

り，これらの被害の低減は沿岸部に位置する自治体や

その住民にとって極めて重要な課題である．津波によ

る被害を低減させるためには，ハード対策と同時に住

民の防災・減災意識を高め，それを維持していくこと

が重要である．その方策の一つとして，その地域で過

去に発生した自然災害を教材に防災教育をおこなうこ

とが挙げられる．過去に発生してきた地震や津波の情

報は古文書等にも記されているが，より長期間にわた

る記録を追跡するには地層記録を調べること，すなわ

ち津波堆積物調査の実施が重要である．津波堆積物を

使った古地震・古津波研究は国内外で数多くなされて

いるが，我が国における研究例はそのほとんどが太平

洋側のもので，日本海沿岸からの報告は，箕浦らによ

る一連の研究 1)や平川ほか 2)，鎌滝ほか 3)などわずか

である．そこで，我々は古地震，古津波に関する証拠

を集め，将来における被害の低減に役立てることを目

的として，秋田県沿岸域において古津波の痕跡に関す

る調査を実施している．本研究では，秋田県男鹿市で

実施した調査により，津波によって形成された可能性

があるイベント堆積物が見出されたので報告する． 

２．調査地域および調査方法 

調査地点の選定に関しては，地震被害想定調査等の

シミュレーションで津波による浸水が推定される場所

およびその周辺であること，人工改変の影響が少ない

場所などを考慮し，空中写真，地形図等で調査地点を

抽出した後，現地確認をおこなった．調査地点は，秋

田県中部に位置する秋田県男鹿市脇本地区である（図

-1A）．調査地点の湖沼周辺について，1949 年に米軍

によって撮影された空中写真と現在の地形図を比べて

みると（図-1Bおよび 1C），その湖沼は当時から存在

しており，また，形状も大きく変化していない．した

がって本調査地点は，人工改変の影響はあまり受けて

いないと考えた．この地域は，2013 年に公表された秋

田県地震被害想定調査によると，秋田沖の地震空白域
4)5)を中心とした海域の想定地震および青森沖から山

形沖まで震源域を拡げた最大クラスの津波の場合，約

2～5mの浸水深が予想されている．したがって，この

海域において地震空白域の地震や連動地震が過去に発

生していたか否かを評価する上で，本調査地域におい

て津波堆積物の存在を明らかにすることは極めて重要

である． 

調査地点周辺の地形は浜堤列平野をなしており，湖

沼は標高 3～4m 程度の堤間湿地に位置する．また，調

査地点と海岸の間にある砂丘は標高 10m 程度あり，周

りに大きな河川等はないといった特徴が見られる．し

たがって，この湖沼は，洪水や高潮による突発的な堆

積作用の影響を極力取り除ける場所と考えられる．試

料採取は小型ジオスライサー6)によるボーリング調査

でおこなった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1A 調査地域の全体図 

図-1B 男鹿市脇本地区におけるボーリング掘削地点

の地形図 

 



図-1C 1949 年米軍撮影の空中写真における男鹿市脇

本地区 

３．結果とその解釈 

採取されたボーリングコア試料には，沖積低地に堆

積したシルトや泥炭を主体とした細粒堆積物中に砂を

主体とした粗粒堆積物が数枚挟まれることが明らかに

なった．表層の深度 0～0.53m は平行～低角の斜交層

理が発達する細粒砂からなる．深度 0.53～1.30m まで

は主に泥炭および有機質シルトからなり，その間に細

粒砂層が 2 枚挟まれる．深度 0.53～0.60m は，細粒砂

混じり有機質シルトからなる．深度 0.60～0.70m は有

機質シルト混じり細粒砂からなり，全体に植物片を含

む．深度 0.70～0.90m は，有機質シルトからなる．深

度 0.90～1.19m は，シルトの薄層を挟む細粒砂からな

る．深度 1.19～1.30m は有機質シルトからなり，この

中の深度 1.26～1.30m には黄褐色のシルト～粘土がみ

られる．深度 1.30～1.47m は生物撹拌が発達した塊状

の細粒砂およびシルトからなる．深度 1.47～1.62m は，

細粒砂からなり，上部は生物撹拌を受けている．全体

に植物片を含んでおり，また，不明瞭ではあるが平行

～低角の斜交層理が発達している． 

この中で，深度 0.60～0.70m の有機質シルト混じり

細粒砂層と深度 0.90～1.19m のシルトの薄層を挟む細

粒砂層には，①基底部が侵食面であること，②堆積物

の下部に下位の地層を侵食し取り込んだものと思われ

る偽礫が含まれること，③内部に平行層理，斜交層理

等の堆積構造が見られること，④材や植物片が密集す

ることなどの特徴が見られる．したがってこれらの粗

粒堆積物は，シルトを主体とした細粒の堆積物が堆積

する湿地環境に，強い水流を伴った突発的なイベント

が発生することで形成されたイベント堆積物と解釈し

た（写真 1）．このイベント堆積物は，調査地点の周辺

に大規模な河川が存在しないことから，洪水堆積物の

可能性は低いと考えられる．さらに，海岸と調査地点

の間には比較的高い砂丘が存在していることや，海岸

線からもある程度距離が離れていることから，高潮堆

積物の可能性も低いと考えられる．したがって，これ

らのイベント堆積物は，現時点では津波による可能性

が最も高いと考える．また，イベント堆積物の前後で

おこなった放射性炭素年代測定の結果から，それらイ

ベント堆積物が形成された時代は 16~17 世紀と考えら

れる． 

 

写真 1 イベント堆積物 

４．被害軽減へつなげるために 

今後，津波堆積物の分布等の情報を載せたハザード

マップをつくるなど，「過去に津波が少なくてもここま

では来ていた」という証拠を示し，地震や津波の規模・

頻度を住民に伝えることができるようにしたい．また，

地域の子供たちを対象にした防災教室等を通じ，地

震・津波の危険性，特徴等を伝えることで，子供たち

の防災意識を向上させることができると考える．その

ためにも，今後周辺の津波堆積物調査を進め，津波堆

積物としての確実性を上げ，津波の規模や履歴を明ら

かにしていきたい． 

５．おわりに 

今後，イベント堆積物のより広範囲への分布を明ら

かにするための調査や他の地域で見出されているイベ

ント堆積物との比較等を進め，歴史地震津波との対応

や当地域における津波履歴やその影響範囲等について

明らかにしていきたい．また，それらの情報を活かし

た防災対策についても，今後検討していく必要がある

と考えている． 

謝辞 

 本研究には，文部科学省「地（知）の拠点整備事業」

に関わる平成 27 年度補助金を使用した．この場を借り

て深謝いたします． 

参考文献 

1)箕浦ほか，1987，地震 2，40，183-196． 

2)平川ほか，2013，第 30 回歴史地震研究会講演要旨集，41p． 

3)鎌滝ほか，2015，第四紀研究，54，129-138．  

4)石川，2002，日本海東縁の活断層とテクトニクス，155-165． 

5)大竹，2002，日本海東縁の活断層とテクトニクス，175-185． 

6)高田ほか，2002，地質ニュース，579，12-18． 

地形図は国土地理院ホームページより引用．空中写真は国土

地理院発行約 1.6 万分の 1「1949 年米軍撮影，R2873-B」を

使用 


	2050h22050_II-50: II-50
	2050header1p02050_II-50: 土木学会東北支部技術研究発表会（平成27年度）
	2050header1p12050_II-50: 土木学会東北支部技術研究発表会（平成27年度）


